
長距離サイクリングへのいざない～ブルベの紹介 

 

 

 

作業療法学科教員の西口です。 

今回は長年の趣味であるサイクリング、中でも超長距離競技である「ブルベ」について紹

介したいと思います。 

 

サイクリングに、みなさんはどのようなイメージをお持ちでしょうか。 

スポーツ自転車に乗って、快晴のもと、口笛吹きながら川沿いや高原をのんびりと漕ぎ、

おしゃれなカフェでランチタイム...でしょうか。 

 

ブルベはこれと真逆です。 

 

ブルベはフランス語で“認定”という意味です。 

これは「特定の日に、あらかじめ決められたコースを制限時間内に完走した」と“認定”

されることからきています。基本的に雨でも強風でも開催されます。 

順位はつけません。時間内に完走さえできれば、誰もが“認定”されます。 

 

これだけだと、ゆるいイベントのように思われるかもしれませんが、そう甘くありません。 

まずブルベの最短距離は２００ｋｍです。制限時間は１３時間半。 

時速に換算すると１５ｋｍ/ｈになりますが、これには信号待ちや休憩時間も含まれます。 



参考までに以前参加した２００ｋｍブルベはこんなコースでした。 

 

 

 

ＰＣとはチェックポイント。 

そこでコンビニのレシートを入手したり、クイズに答える必要があります。 

これらがルート通りに走ったという証拠になるわけです。 

 

普通の人が自転車で２００ｋｍ走ることは通常ありえません。 

しかもサポートも回収もありません。途中でパンクしようが、疲れて走れなくなっても自

力でなんとかしなければなりません。 

 

先程述べた通り、ブルベは最短距離が２００ｋｍです。 

その上に３００ｋｍ、４００ｋｍ、６００ｋｍ、１０００ｋｍのブルベが用意されていま

す。 

 

４００ｋｍ以上になると夜間走行が必須となります。 

西口が最近参加した４００ｋｍブルベはこんなルートでした。 

 



 

 

帯広を起点に北は三国峠、南は大樹町までを８の字で走って４００ｋｍ。 

もはや、自転車どころかクルマでも躊躇する距離です。 

 

では、ブルベには屈強な体力を持つ超人しか参加できないのでしょうか。 

そんなことはありません。 

レースではないので各自のペースで走りきれば良いのです。 

つまり、絶対的な体力よりも、ペース配分やトラブル時の対応力があるかどうかの方が重

要です。 

実際７０歳を越えても６００ｋｍブルベを涼しい顔で完走される方も多数おられます。 

 

サイクリングは「カラダに優しく健康に良い生涯スポーツ」と言われています。 

そこに自己マネジメント能力が加わる超長距離イベント「ブルベ」。 

全国、全世界で開催されています。みなさんもいかがでしょうか。 

ゴール時は半端ない達成感が得られるでしょう。 

 

ちなみに、西口の最長ブルベは１３００ｋｍ。 

 



 

 

４泊５日、１０５時間の旅でした。楽しかったです。 


